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「子どもの学ぶ意欲を引き出す学習評価」に関する研究
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指導と評価を一体化させ 「授業改善」を図ることの重要性が叫ばれて久しい。目標に準、

拠した評価が実施されてから、指導と評価の一体化はどのように実践されたのだろうか。

、 、 。一方 子どもの学習意欲の低下が大きな課題とされ 国際比較の中からも注視されている

学習意欲を向上させる上で必要になるものとしては、自己肯定感や子どもを取り巻く学習環

境など様々考えられるが、日々の授業に求められるものは何なのだろうか。そして、その学

習評価はどうあるべきなのか。

本研究では、これまでの学習評価の課題を整理し、指導に生かす評価のあり方を探るとと

もに、子どもの学ぶ意欲を引き出す授業の実現をめざす。

Ⅰ研究のねらい
指導と評価を一体化させ、一層の「授業改

善」を図ることの重要性が叫ばれて久しい。

平成１４年度から目標に準拠した評価が実施

され、１０年近くが経過しようとしている。

その間、指導と評価の一体化はどのように実

践されたのだろうか。

一方、子どもの学習意欲の低下が大きな課

題とされ、国際比較の中からも注視されてい

る。学校教育法第30条第２項で明示されてい

るように、学習意欲は学力を支える重要な要

素である。学習意欲を向上させる上で必要に

なるものとしては、自己肯定感や子どもを取

り巻く学習環境など様々なものが考えられる

が、日々の授業に求められるものは何なのだ

ろうか。そして、その学習評価はどうあるべ

きなのか。

これまでの学習評価の課題を整理し、指導

に生かす評価のあり方を探るとともに、学ぶ

意欲が引き出された子どもの姿を見ることが

できる授業の実現をめざしたい。

Ⅱ研究内容
１ 学習評価に関する課題の整理

（１）教師の評価に対する意識

夢中になって課題に取り組んでいる子ど

もを見る時 「この姿をどう評価すれば良、

」 。 、いのだろう と感じる教師は多い それは

評価を点数化することと考えているからで

はないだろうか。そして、点数化するため

の明確な基準設定に難しさを感じ、評価そ

のものを難しいととらえてしまうことが原

因としてあげられる。

さらに、評価＝点数化という意識から抜

けきれないことが、子どもへの評価の返し

方にも影響を及ぼしてしまう。途中経過を

認めたり、次の課題を示したりする形で評

価を返すことよりも、点数という形で「結

果」だけを返すことに偏りがちになってし

まってはいないだろうか。

そして、これらのことが、指導と評価の

一体化を進めていく上での課題となってい

ると考える。
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（２）子どもの評価に対する意識

子どもの現状を把握するために 「学習、

に対してやる気が出てくる場面」について

アンケートを実施した。

約７割の子どもが「テストの結果がよか

った時」や「通知票の成績がよかった時」

を、やる気が出てくる場面として選んだ。

逆に 「授業などで自分で考えてとりくむ、

時」や「自分の意見がとりげられた時」は

上位には選ばれなかった。

子どもにとっても評価＝点数であり 結、「

果が全て」という意識が強いことがより明

確になった。

２ 学ぶ意欲について

（１）学ぶ意欲とは

私たちが考える学ぶ意欲とは、全ての子

どもが生まれつきもっている知的な好奇心

や探究心、向上心である。

しかし、成長するにつれ 「できること、

はやるが、できないことはやらない 「知。」

らない自分やわからない自分、できない自

分を見せたくない 」などの思いが子ども。

の中に生まれ、学ぶ意欲が表出される場面

が少なくなる傾向があるのも事実である。

学ぶ意欲が引き出された子どもの姿とは（２）

つまづきや失敗の原因を探ったり、新た

な課題をみつけようとする姿 「わかりま、

せん。教えて」と自分から言える姿、授業

で学んだことを生かして別の場面で応用で

きる姿、自分とは異なる友達の意見を受け

いれる姿などがあげられる。

特に、次の２点が重要だと考えた。

主体的に活動している姿

自分の課題を追求する姿

子どもがとらえる学ぶ意欲とは（３）

学ぶ意欲についての子どもの意識を検討

する必要もあると考え、学習の様子に関す

る１３項目に「はい」または「いいえ」で

回答する形で、アンケートを実施した。

その中で「学習に対してやる気がある」

という項目に「はい」と回答した子どもを

抽出したところ、

小学校では、７０％ 、（２８９人／４１３人中）

（２５８人／３８２人中）中学校では、６８％

であった。

これらの子どもの他の項目についての回

答結果を見ると 「授業中、板書の内容を、

ノートに書き写している」や「授業中、静

かに話を聞いている 「宿題や提出物の」、

〆切を守っている」など、受動的な内容に

対して「はい」の割合が高かった。
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逆に 「授業中、積極的に手をあげてい、

る」や「授業で学習したことを本やネット

でさらに調べている 「グループ活動で」、

はみんなをリードしている」など、自らが

主体となり能動的にとりくむ内容に関して

は 「はい」の割合は低かった。、

注目したいのは「学習に対してやる気が

ある」と回答した子どもであっても、学習

とは「教えてもらうこと」であり 「知識、

を得ること」になってしまっている点であ

る。

学ぶ意欲に関する課題（４）

アンケート結果から、子どもの意識と私

たちが考える「学ぶ意欲が引き出された子

どもの姿」には、違いがあることが明らか

になった。

その原因として、学力＝知識量という旧

来の学力観と、社会や日常生活の効率化の

影響が考えられ、子どもは「早く答えを教

えてほしい」という受動的な姿勢になって

しまう。

また、これまで私たちが子どもの学習の

評価を、点数として返すことに偏りがちで

あったことも背景にあると考えられる。

３ 子どもの学ぶ意欲を引き出す学習評価

各教科における子どもへの学習評価は、目

標に準拠した評価として評価規準が定められ

ている しかし 本研究で取り組んでいる 子。 、 「

どもの学ぶ意欲を引き出す」ための学習評価

は、教科の枠を超え、子どもが自主的・主体

的に学習へ取り組もうとする意欲を高めるた

めのものでなくてはならない。

そのためには、目標に準拠した評価とは異

なる視点での学習評価が存在しているはずで

ある。

その学習評価とは、子どもが行った学習活

動に対する教師や級友の全ての反応と子ども

自身の振り返りである。同時に、教師がこの

ことを意識して子どもを見とり、見とったこ

とを分かりやすく子どもへ返していくことで

。 、 。ある 具体的には 次のような視点を考えた

①経過を認める

②自分とは異なる考えを認める

③結果から次の課題を示す

④個々に応じた目標設定の材料にする

⑤子どもの現状を把握し、できるようにな

るための指導につなげる

これが、本研究においてめざす学習評価で

ある。

教師は子どもの経過を認めることはできる

が、子どもは結果のみを見てしまいがちであ

。 、 『 （ ）』る 子どもが 自分の 経過を認める ①

ためには、教師の働きかけが必要である。同

様に、子ども同士が『自分とは異なる考えを

認め合える（② 』ような場面を意図的に設）

定することも、教師には求められる。

そして、経過や考えを認め、見とっていく

中で、それを学級全体の課題として示したり

（ 結果から次の課題を示す（③ 』)、一人『 ）

ひとりに応じためあてや支援の仕方を考える

一つの材料にしたりしていく(『個々に応じ

た目標設定の材料にする（④ 』)。）

また 『子どもの現状を把握し、できるよ、

うになるための指導につなげる（⑤ 』ため）

に、単元の構成を考えたり、修正したりする

ことも必要になる。これらは、評価の観点で

あると同時に、子どもへの返し方であるとも

言える。

言い換えると、子どもの変容や考え、言動

を、これまで以上に見とっていくとともに、

それを点数としてではなく、授業づくりや支

援・指導の方法として返していくことを大切

にした学習評価である。

、 、よって 学習評価の方法を開発するよりも

、 「 」意図的に 子どもが 主体的に活動している

「自分から課題に取り組んでいる」姿を見る

ことができる授業をつくることが重要である

と考えた。
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４ 子どもの学ぶ意欲を引き出す授業づくり

に向けて

（１）学ぶ意欲を引き出す授業とは

子どもが「主体的に活動している 「自」

分から課題に取り組んでいる」姿を見るこ

とができる授業をつくっていく中で大切に

したいことをひと言で集約するなら「やっ

ていておもしろい授業」であると考える。

それを実現するための要素はさまざまで

あるが 次のような図にまとめてみた ひ、 。「

」 「 」っぱるもの と くすぐる・ゆさぶるもの

が互いに影響しあって「やっていておもし

ろい」へと結びつくが、それを「支える」

ものが必要だ、という考えである。

また、これら３つのものを大切にしてい

くことが、学ぶ意欲を引き出す評価をして

いくためにもポイントとなる。

やっていておもしろい

ひっぱるもの くすぐる・

ゆさぶるもの

達成感 実態把握

明確な到達目標 子どもの思考の流れ

明確な課題 スモールステップ

必要性・有用感 身近な教材

→自主性 広がりのある教材

めりはり できそうでできない

できなさそうでできるけじめ

等等

支えるもの

人間関係

学ぶ集団づくり（学び合う・

認め合う・高め合う・わから

ないと言える）

子どもどうしが学び合う場面

学習形態の工夫 等

（２）具体的な取り組み

「ひっぱるもの 「くすぐるもの・ゆさ」

ぶるもの 「支えるもの」などの要素があ」

ることもふまえ、私たちは、次のような取

り組みが大切であると考えた。

Ⅰ．課題・問題意識がうまれるような事象

(教材)の選び方・与え方

Ⅱ 一人ひとりが自分の考えや予想をもて．

る場面の設定

Ⅲ．単なる正解・不正解ではなく、子ども

「 」「 」が こう考えてみた こうやってみた

と、伝え合える場面の設定

Ⅳ．学ぶ過程に関する的確な見とりと子ど

もへの返し

Ⅴ．次時や、次単元へのつながりなど、長

期的な子どもたちの変容の見とり

子どもの学ぶ意欲を引き出す授業(評価)

をしていくためには、まずⅠ～Ⅲのような

教材や場の設定をしていくことが大切であ

る。課題につながるような教材、自分なり

の考え、そして自分とは異なる考え(また

は、自分の考えを後押ししてくれるような

考え)と出会うことにより 「やっていて、

おもしろい」と感じる授業へとつながって

いくと考えている。そして、その子どもた

ちの姿を正解・不正解、点数化という視点

ではなく 「なぜ、この子はそう考えたの、

か」など、子どもを的確に見とり、言葉や

行動、支援や指導として返していくことが

大切である。

学ぶ意欲については、一時間の授業の中

での取り組みがどうだったかということだ

けでなく、子どもがどのように変容してい

ったのか長期的に見とっていくことが必要

である。また、どのようなときに、意欲的

に取り組む姿が見られるのか、しっかりと

ふり返り、断続的ではなく、継続的に取り

組むことができるようにしていきたいと考

えた。
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５ 授業実践

（ ） 「 」１ 中学校 第２学年 数学 合同な図形

＜学習内容＞

図形の性質について、三角形の合同条件を利用し

て証明する。

＜めざす学習評価＞

○個々に応じた目標設定の材料にする

○自分とは異なる考えを認める

＜授業づくりの具体的な取り組み＞

Ⅰ．課題・問題意識のうまれるような事象

（教材）の選び方・与え方

授業の導入において、三角形の合同条件の確認テ

ストを行い、合同な図形について問題意識をもたせ

た。また２つの課題（資料①参照）のうち、１つ目

の課題について全員で確認し、証明の書き方に対す

る目標と課題意識をもたせた。

Ⅱ．一人ひとりが自分の考えや予想をもてる

場面の設定

課題に対して、まず個人で考える時間を確保し、

その後で周囲と意見交換ができる時間を設けた。

＜授業の中での子どもの姿・言葉＞

・平行四辺形を三角形に分けて、等しい辺や角を探

して印や色をつけていく

・教師の指示がなくても、前回までのノートやファ

イルを開いて調べようとする

・ どのように説明すればよいのだろう」とつぶや「

きながら、グループの仲間になんとか伝えようと

する

・グループになった時に、単に答えを教えてもらう

のではなく、考えながらヒントをもらったり、教

える側もひとつずつ説明したりする

・お互いにああでもない、こうでもないと言い合う

中で、説明したいことが分かったことを喜ぶ表情

・２つ目の課題についても、１つ目と同じような形

式で何とか証明を書こうとする

＜教師の指導・子どもとの関わり＞

・前時までの授業の様子を把握し、援助を最小限に

とどめ、子どもが課題に集中して取り組む環境を

つくる

・子どもの表情やしぐさなど小さな変化をとらえ、

「やった！２つ書けたね 「錯角に気づいたとこ」

ろはいいね」などの励ましの言葉かけを行う

・ 違う 「そうじゃないよ」などの否定的な言葉は「 」

用いない

・グループの話し合いの様子によって、ヒントを出

したり、勘違いしている箇所を指摘したりする

＜成果＞

・前回の授業において、合同な三角形の組を

考える場面でも、どの辺や角に注目したの

か、どの合同条件にあてはまるのかを確認

した。また、本時でも確認テストを行った

ことにより歩調がそろい、最低限、合同な

三角形を探そうとする子どもがいたり、自

分で証明を完成させようとする子どもがい

たりと、 こと個々に応じた目標設定をする

につながった。

・１つ目の課題で証明の書き方を押さえるこ

とで、最終的な目標が明らかになり、主体

的に活動する姿につながった。

・まず自分なりに考えたうえで、グループ活

動に参加したため、お互いに伝え合う、ま

自分とは異なる考た聞き合う姿勢があり、

ことにつながった。えを認める

＜課題＞

・課題１の設定が難しかったように思う。子

どもが意欲的に学習に取り組み、またその

子どもの現姿を適性に評価するためにも、

それに見合った学習課題を設状を把握し、

できるようになける必要がある。それが、

ことにもなると考える。る指導につなげる

＜単位時間・単元をこえてのつながり＞

・こう考えていけばいいんだと自信につなが

り、次の時間からの証明課題においても、

自らやってみようとする姿が多く見られた。
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（２）中学校 第３学年 数学

「相似条件の利用」

＜学習内容＞

相似の関係になりそうな三角形の組を予想

し、相似条件を利用して証明していく。

＜めざす学習評価＞

○個々に応じた目標設定の材料にする

○自分とは異なる考えを認める

＜授業づくりの具体的な取り組み＞

Ⅰ 課題・問題意識がうまれるような事象(教．

材)の選び方・与え方

全員が同じ課題に取り組むのではなく、相

似になりそうな三角形がいくつかあげられる

図（資料②参照）で、自分が証明できそうな

ものを選択できるようにした。

Ⅲ．単なる正解・不正解ではなく、子どもが

「こう考えてみた 「こうやってみた」と、」

伝え合える場面の設定

相似になるだろうと予想した三角形が本当

に相似になるかを、相似条件を利用して証明

する場面や、グループで教え合ったり、自分

の考えを伝えたりするなど、交流し合う場面

を設定した。

＜授業の中での子どもの姿・言葉＞

・ ここまでは証明できるんだけど」という「

つぶやき

・ どうしてここは等しいと言えるの？ 「こ「 」

の２つの角は円周角の定理を使えば等しい

と言えるよ」など、子ども同士で教え合う

・完全証明はできなくても、少しでも証明を

書いてみようとする

・自分の考えがグループの仲間に伝わった時

の嬉しそうな表情

・ほとんどの生徒が 「終了」と言われても、

証明を書き続けている

・課題に関して 「できない」というあきら、

めの気持ちがあり、グループでの話し合い

に参加しようとしない

＜教師の指導・子どもとのかかわり＞

・生徒からの質問にあえてすぐに答えない

・自分で調べたり、子ども同士で教え合うよ

うに声かけを行う

・意見交流が成立しないグループには、考え

るヒントを与えるなど、積極的に支援し、

あきらめの気持ちを持たせないようにする

＜成果＞

・複数の課題の中から自分に理解度に応じた

個々に応じた目標ものを選択することで、

、設定の材料にすることができた。その結果

「これをやってみよう」と新たな課題を追

求しようとする子どもの姿も見ることがで

きた。

・分からないことを教えてもらったり、教え

自てあげたりすることの繰り返しにより、

分とは異なる考えを認めることができた。

同時に、自分を認めてもらうことにつなが

り、自己肯定感をもてたと考える。

証明するまでの過程を相談し合うことで、・

同じ結論でもいくつかの方法があることに

、 。気づくなど 学びを深める場面が見られた

＜課題＞

・子どもの現状を把握し、グループ活動や教

え合いが難しいグループや場面で、どのよ

うに支援していくかをさらに追求していく

必要がある。

・子どもが自分の学習状況を把握し、次の課

その題にどのように取り組んでいくのか。

ための評価の返し方を、具体的な教材も含

めて考えたい。

＜単位時間・単元をこえてのつながり＞

・自分が見つけた三角形の相似を証明できた

子どもの中で、より難易度の高い証明問題

に挑戦する姿勢が見られ、その後の授業で

考えを伝え合う姿が見られた。
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（３）小学校 第４学年 算数

「広さを調べよう(面積)」

＜学習内容＞

これまでに学習してきた長方形や正方形の面積の

求め方を活用して、補助線を描いたり、切ったり、

色分けをしたりしながら、自分なりの方法で複合図

形の面積を求めていく。

＜めざす学習評価＞

○子どもの現状を把握し、できるようになる

ための指導につなげる

○自分とは異なる考えを認める

＜授業づくりの具体的な取り組み＞

Ⅰ 課題・問題意識がうまれるような事象(教．

材)の選び方・与え方

切ったり、付け足したりすることで、学習してき

た正方形や長方形の公式を使って求めることがで

き、多様な方法で求められる複合図形を設定した。

Ⅲ．単なる正解・不正解ではなく、子どもが

「こう考えてみた 「こうやってみた」と、」

伝え合える場面の設定

作業用プリント（資料③参照）を使って面積を求

、 。める場面や 友だちと交流し合う場面を設定した

＜授業の中での子どもの姿・言葉＞

マス目のある作業用プリントかマス目のない作・

業用プリントか自分で選び課題に取り組む

・ ひらめいた」というつぶやき「

・(隣の級友の求め方を見て)「そういう考え方もあ

るか」というつぶやき

発表が苦手な子も自分の考えを発表しようとする・

とりあえず線を引いてみよう 「切ってみよう」・「 」

と試すことができない

まだまだ、まだ終わってない」というつぶやき・「

授業後に 「この方法、思いついたの 「わたし・ 、 」

も発表したかった」と伝えに来る

＜教師の指導・子どもとのかかわり＞

子ども同士が自由に話し合える雰囲気作りや、励・

ましたり認めたりといったプラスの声かけ

・子どもが発表するさまざまな考えを、子どもの言

葉で、整理していく

＜成果＞

・学習の経過を認めたり、友だちとのかかわりの様

子どもの現状をしっかりと子を見ていくことで、

理解し、次の課題や指導などにつなげていくこと

ができた。

、 、・友だちとかかわり 自分と同じ考えを共有したり

ことを通して、自分と異なる考えを認めたりする

考え方を深め、課題を解決することができた。ま

た、一人ではできなくても、一緒にやってみよう

という姿が見られた。

・自分なりの方法や考えを認められていくことによ

り、自己肯定感や自信となり 「最後までやりぬ、

こう」という意欲につながった。

＜課題＞

・図を使って面積を求めることはできたが、文章や

式として表現できない子や、頭の中では考えてい

るが、作業にうつることができない子への支援に

難しさを感じた。

・授業内に、全ての子どもの考える過程、経過を見

とり、指導や支援をしていくことは難しい。その

ため、授業後に結果として表現されたものから見

とっていくことが必要になるが、表現されたもの

から、子どもの思考の過程、経過を見とっていく

より良い方法を考えていきたい。

・子どもたちの現状を把握し、全体として、次時以

降の課題設定や指導にいかしていくことはできる

個の評価をどのように一人ひとりに返していが、

今後検討していきたい。くのか、

＜単位時間・単元をこえてのつながり＞

体積の学習における子どもたちの姿

・ いよいよ立体の大きさだ」と面積の学習の発展「

、 。 、ととらえ 意欲的に取り組むことができた 特に

複合立体の体積を求めるときには、面積の学習を

、 。いかし 様々な切り口で求めていく姿が見られた

平行四辺形や三角形の面積における子どもたちの姿

・今までなかった１ｃ㎡を斜めに切る辺にとまどい

ながらも、切って、移動して、くっつける、とい

う方法で何とか求められるようにしようと、意欲

的に取り組むことができた。
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（４）小学校 第５学年 道徳

「 」自作資料 地雷を踏んだ象 モータラ

＜学習内容＞

授業者がタイで取材した自作資料である。地雷を

踏み大けがをした象モータラと、いくつもの困難に

直面しながらも、モータラを何とかして助けようと

奮闘する象病院創立者ソライダさんの物語を通し、

生命の大切さについて考えることをねらいとする。

＜めざす学習評価＞

○自分とは異なる考えを認める

○経過を認める

＜授業づくりの具体的な取り組み＞

Ⅲ．単なる正解・不正解ではなく、子どもが

「こう考えてみた 「こうやってみた」と、」

伝え合える場面の設定

「 、主発問 モータラの手術をすることに賛成ですか

反対ですか」について、２～４人組での伝え合い

の場面（お話キャッチボール）を設定した。

Ⅳ．学ぶ過程に関する的確な見とりと子ども

への返し

主発問について、まず個人の考えを学級全体の中

で示す場面を設定し、その後２～４人組での伝え合

いを経て、学級全体での意見交流という流れを設定

した。

＜授業の中での子どもの姿・言葉＞

・友だちの意見に対して自分の意見をつないでいく

・発表者の方へ体を向けて聞こうする

・友だちの発言に対して「いいと思います」と言葉

に出すなどの反応をする

・少数派の意見でも主張している

・自分と異なる意見でも対立する雰囲気ではなく、

最後までしっかり聞く

・主発問に対して同じ立場(賛成)であっても、なぜ

賛成なのかを伝え合う

＜教師の指導・子どもとのかかわり＞

・しっとりとした語り口調に、子どもが自然とひき

こまれ、じっくり考える雰囲気がつくられる

・少数派の意見から先に発言を求める

・子どもの発言を教師の言葉でまとめたり、くり返

したりはしない

・同じ意見でもその根拠や理由を大切にし、意見交

換をするよう指導する

２～４人組での「お話キャッチボール」の場面で・

は、伝え合いが進まないところに入っていく

＜成果＞

・小集団の伝え合いを通して 自分の意見 賛、 （

成か反対か）を変える子どもはほとんどい

自分とは異なる考えを認めるなかったが、

ことで自分の考えを深め、主張する理由が

増える・より明確になるなどの変化が見ら

れた。

・子ども同士で意見をつないでいくことで、

子どもが互いに 友だちの考え経過を認め、

や感じ方に学ぶ意欲を高められた。

・発言が途切れたときには、教師に発言権を

戻すというルールをつくったり、２人組の

やりとりから始めたりすることで安心し、

学級全体での意見交流にも参加できる子ど

もが増えてきた。

・互いの意見を受けとめ反応を示すことで、

安心して発言できるようになるため、日頃

からの雰囲気づくりの大切さを実感した。

＜課題＞

子どもの考えの変化（現状）を把握・個々の

し、さらにその考えが深まる（できるよう

ようになるには、になる指導につなげる）

、 。どのような支援が必要か 考えていきたい

＜単位時間・単元をこえてのつながり＞

・ワークシート（資料④参照）に「今日の深

まり意見」の欄を設け、子どもは誰のどの

意見に納得したか、自分の意見が深まった

かなどを記述する。授業後、ワークシート

を掲示することで、子ども同士の評価とな

り、その後の授業の中でも級友の意見を真

剣に聞き取ろうとする姿が見られた。
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資料①

【課題１】

右の図で ＡＣ＝ＤＢ，ＡＤ＝ＢＣ のときＡＣ ＤＢです//

このことについて、次の問に答えなさい。

①仮定と結論をいいなさい。

②仮定から結論を導くには、どの三角形とどの三角形の合同を

いえばよいですか。

③根拠となることがらを明らかにしながら証明しなさい。

【課題２】

右の図の長方形ＡＢＣＤにおいて、ＯはＡＣの中点と

する。このとき、ＡＥ＝ＣＦとなることを証明しなさい

資料②

①円周上３点Ａ、Ｂ、Ｃを頂点とする△ＡＢＣがある。

②点Ａをふくまない方の弧ＢＣ上に点Ｄをとり、ＣとＤを結ぶ。

③点Ｂを通り、ＤＣに平行な直線と円との交点をＥとし、

ＡとＥを結ぶ。また、ＢＥとＡＤの交点をＦとする。

④ＣとＥを結ぶ。また、ＡＣとＢＥとの交点をＧ、ＢＣとＡＤの

。交点をＨとする

資料③ 資料④
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Ⅲ研究のまとめ
１ 成 果

私たちは 「学ぶ意欲」を全ての子どもが、

生まれつきもっている知的な好奇心や探究

心、向上心であると考えた。

アンケート結果からも、子どもの「わかり

たい 「わかるようになりたい 「できるよ」 」

うになりたい」という、学習に対する意欲は

必ずしも低下しているわけではないことがわ

かった。

この「学ぶ意欲」が表出されるためには、

様々な要因が考えられるが、その子を取り巻

く学習環境が、大きな要因になっている。

一人ひとりが認められ、受け入れられる安

心感をもてるような「支えるものとしての学

級経営・教師のあり方」の大切さを改めて実

感した。

子どもの小さな変容に気づくことは、評価

そのものである。そして、その気づきを言葉

にしてそっと温かく声かけしたり、アイコン

タクトをとったりすることが評価を伝えるこ

とである。このような当たり前のことを当た

り前にやることが大切であり 「評価＝点数、

化」ではないと改めて確認できたことは成果

だと言える。

また 「子どもの学ぶ意欲を引き出す学習、

評価」とは特別な評価方法のことではなく、

学ぶ意欲が引き出された子どもの姿を積極的

に見ていこうとする姿勢である。

そのことを意識することで、一人ひとりが

自分なりの考えを発揮し、課題を追究してい

く場面を設け、その過程を評価していくなど

授業が変わっていくことを実感できた。

そして、その授業の中で、子どもが主体的

に活動する姿や、新たな課題に取り組もうと

する姿を見ることができた。

２ 課 題

学ぶ意欲を引き出していくための学習評価

のあり方を考え、その有効性も見えてきた。

しかし、まだまだ学ぶことに対して受け身な

様子が見られるのは事実である。

今後も、子どもが自らとりくむ学習を積み

重ねていくことが必要であり、自分で考える

ことの大切さを子どもに伝え、実感させる力

が教師に求められる。

また、長期的な子どもの変容を見とるため

には、単元を構成する力や、子どもの姿から

単元構成を修正していく力をつけることも重

要である。

一方、学習評価の別の側面として、数値化

が求められる学期末の評定がある。学ぶ意欲

を引き出すために大切だと考える学習評価は

「個人内評価」によるところが大きいが、学

期末に出される評定は 「目標に準拠した評、

価」によるものである。

この２つの評価を比較すると 「目標に準、

」 、「 」拠した評価 の方が重視され 個人内評価

は軽視される傾向にある 「個人内評価」が。

いかに重要かを、子どもたち、そして、保護

者に伝えていく必要性を実感した。

さらに、学ぶ意欲の表現のしかたは、一人

ひとりの個性、育ってきた環境などが大きく

かかわり、それぞれ異なる。様々に表出され

、 、る意欲を 一つの物差しで評価していくのは

容易ではない。しかし、それらを的確に見と

り、返していく手だてを今後も模索していき

たい。
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